
令和元年11月1日（金）15時30分～17時00分 

【主催・問合先】釧路公立大学 地域経済研究センター 
        釧路公立大学 釧路公立大学地域分析研究委員会 
 〒085-8585 北海道釧路市芦野4丁目1番1号    
 E-mail: r-center@kushiro-pu.ac.jp TEL : 0154-37-5325  
 FAX : 0154-37-5376 

日時 

釧路公立大学 1階 第1会議室（釧路市芦野4丁目1番1号） 会場 

福嶋 浩彦 氏 

参加を希望される方は、10月25日（金）までに、別紙の参加申込書を 
FAXもしくはＥメールで送付ください。（申込書は地域経済研究セン
ターのホームページからダウンロードできます。） 

令和元年度第1回 
      釧路公立大学地域経済セミナー 

中央学院大学 教授 
 （元我孫子市長・元消費者庁長官） 

講師プロフィール 
1956年鳥取県生まれ。自主的学園祭を求め大学当局と対立、筑波大学を
除籍。市議会議員を経て1995年、38歳で千葉県我孫子市長に。３期12
年間、市民自治を理念とした自治体改革を推進し、全国青年市長会会長
も務めた。市長を自ら退任後は、中央学院大学教授、行政刷新会議事業
仕分け人。2010年から２年間は民間から政府に入り消費者庁長官。 
東日本大震災の原発事故のもと、自治体と連携し食品の安全確保に取り
組む。現在は大学に復帰。 
著書に、『最先端の自治がまちを変える』(朝陽会)、『市民自治』（ディ
スカヴァー携書）、『公会計改革』（共著・日経新書）、『市民自治の
可能性』（ぎょうせい）などがある。 

 右肩上がりの時代は、「あれもこれも」実現することをめざし膨大な
借金と無駄を作りました。そうした中で市民は、同じ要求の人がそれぞ
れ集まり、行政に対していかに大きな声を出すかの競争をしてきました。 
 人口減少社会でこうしたやり方は通用しません。多様な人たちが集ま
り話し合って、「あれかこれか」適切な選択をしたり、知恵を集めて新
しい仕組みを生み出したりすることが求められます。民主主義の進化が
必要です。 

申込 
方法 

概要 
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